
うちのの館・明治 150 年フェスティバル・1	

THE	MEIJI	150	FES.	

ゆかた・デ・ナイト 2018	

5時〜5 時 30 分	 講演	

「藤岡家と明治の文人たち」	

〜「文豪」が世界を目指す若者	

であった時代〜	 	 	 川村優理	

5時 30 分〜6 時 20 分	 	

HOOK ウクレレコンサート	 	

6 時 30 分〜7時	 	

奥田真祐美シャンソン	

7 時 10 分〜8時	 	

エンヤトット一座ライブ	

←夕刻より夜店開店 

近内御霊神社で献灯祭→ 

展示室	 明治 150年 
「文房具〜文人たちの跡〜」展 
（7月 1日〜9月 22日）	 展示室にて 
藤岡家所蔵の文房具と文人たちの墨跡 
「明治の楽器」展 
月琴の楽譜。片鼓など	 母屋にて 

平成 30 年 8 月 16 日（木）午後 5時〜8 時	
入館料（高校生以上 300 円・小中学生 200 円）のみ	

ゆかたの方は入場無料	

登録有形文化財「藤岡家住宅」うちのの館（やかた）	
〒637-0016 奈良県五條市近内町 526	・☎︎と fax	0747（22）4013	

info@uchinono-yakata.com	ホームページはうちのの館で検索してください。	
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京都三高の学内誌「嶽水会雑誌
がくすいかいざっし

」に掲載された英詩の直筆の翻訳原稿。	

厨川白村は夏目漱石に師事した英文学者であり、文芸評論家。第三高等学校を経て東京帝国大学教授。三高

教授を務める。白村は日本におけるイェイツの最初の紹介者。漱石「虞美人草」小野のモデルとも言われる。

関東大震災で罹災し、翌日死亡した。藤岡玉骨は、三高生時代「嶽水会雑誌」の編集をしていたため、当時

の原稿用紙が多数残されている。小・中学校の教科書には、特に「世界」を紹介する内容が多い。	

「藤岡家と明治の文人たち」〜「文豪」が世界を目指す若者であった時代について〜	
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アンデルセンの『即興詩人』をドイツ語から翻訳した森鷗外	

『即興詩人』デンマークの童話作家	 ハンス・クリスチャン・アンデルセンの書いた最初の長編小説。1835

年／日本では天保 6年）刊行。森鷗外（文久 2年／1862 年〜大正 11 年／1922 年）は、デンマーク語で書

かれた作品を鷗外は、ドイツ語の翻訳から翻訳し、本作を「わが座右を離れざる書」とした。鴎外はドイ

ツ留学より帰国し、明治 25 年から 34 年／1892～1901 年（30 歳〜39 歳）にかけ、約 10 年がかりで訳し、

断続的に雑誌『しがらみ草紙』などに発表した。単行本初版は、明治 35 年（1902 年）。春陽堂・上下で

刊行されているが、藤岡家所蔵の『即興詩人』には出版社および出版年の表記がなされていない。	

「例言」には、母が読みやすいように大きな活字を用いたことや、軍務の間の時間を縫って翻訳に務めた

ことなど、若き鷗外（森林太郎）の若者らしい言葉が残されている。	

「即興詩人」上・下 
森鷗外訳 
藤岡家所蔵 

イェイツの詩を和訳した厨川白村
くりやがわはくそん

（明治 13年〜大正

12 年）の直筆原稿。校正は玉骨。	

世界の風土を紹介する小学校教科書（左）「小学地理」（明治 9年	 12 年再販）／（右）「小学地理書」明治 21 年	


